
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

～ 活 動 の 様 子 ～ 
 

 

  

片倉台小学校地区放課後子ども教室 
「 ニコニコ 」 

～ 子どもと大人が一緒に元気のキャッチボール ～   

こどもと   ～ 

 

●東京都（専門人材活用プログラム他）や八王子市の支援事業（出張体験講座他）を積極的に活用。 

支援事業単独で開催せず他の企画と合わせて『ニコニコスペシャルデー』として開催した。  

●生け花・卓球・クラフト・手芸・花壇作りを地域の方のご指導で毎月開催。以下に一部紹介。 

タオルうさぎ、カラクリボード、牛乳パックで羽子板、スノードーム、セーター猫、キョロポン、 

ニコニコプレート、にょろにょろ、ポップアップカード、風鈴、アマビエ、スノーマン、シダローズ他 

●ビーズフックゲームで児童のサポートを臨時で地域の方にご協力をお願いし、交流ができた。 

活動内容 

牛乳パックで作ったよ！ 

ドミノ大会 

 

キッズスタッフ大活躍！ 

アイロンビーズ 

盛り上がった！ 

ビーズフックゲーム 

■主な活動場所 

 ●図書室、校庭、体育館、多目的教室、家庭科室、理科室、花壇 

■開催曜日 

 ●水曜日及び保護者会開催日の放課後 

■申込み方法 

 ●原則全児童。入学・進級・転入時に、申込登録と傷害保険加入案内 

 

●ニコニコの基本『自由な遊び場・社会規範を守る場』を心がけて運営。 

●新型コロナウイルス感染防止対策への配慮を最重要課題として心がけて運営。 

●新型コロナ感染防止対策の一環として、学校施設を常時複数お借りでき 3 密回避をはかれた。 

●学童保育所児童の体験企画参加タイミングを臨機応変に調整いただき 3 密回避をはかれた。 

●PTA 学習係・協力隊の、定期的体験企画開催・材料集め・臨時のスタッフサポートなど連携した。 

●児童及び地域宛に『ニコニコニュース』（毎月）を発行、児童が作品掲載を楽しみに待ってくれた。 

●宿題や体験企画の指導、カードゲームで一緒に遊ぶなどで、児童の様子に配慮するよう努めた。 

●『待つ・怒らない・大声を出さない・文字にして掲示等』和やかな気配りに努めた。 

教室実施の工夫点など 


